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《研究作品の概要》 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・みみずが水槽の穴から脱走したのでガムテープを貼った。それでも出たので，水槽をミカンネットに

入れた。  

・うんちの標本づくりで，枯葉からうんちが落ちないように木工ボンドで固めた。 

 

○ 分かった点 

 （うんちについて） 

・みみずはおしりを土の上に出して，小さい粒のうんちをたくさん山のように重ねてする。 

 ・みみずのうんちは土になり，土づくりが上手だ。 

 ・うんちの種類は，小さい粒や細長いもの，太いものがあった。 

 ・みみずは枯葉を食べて枯葉の上にうんちをした。 

 ・枯葉を食べに行ったり，うんちをしたりする時の出入り口は同じだった。 

 （生活について） 

 ・みみずには水分が必要である。 

 ・みみずが住むには，明るい所ではなく暗い所が好き。 

 ・みみずは土の中で穴を掘って生活していた。 

 ・一本の細い道を二匹のみみずが上手に仲良く通った。 

 （体について） 

 ・みみずの体半分に小さな毛があり足はなかった。 

 ・頭から体の半分を引っ張って，その後おしりまで引っ張り，シャクトリムシみたいに二回に分けて動

いた。 

 ・みみずの頭からしっぽまで，横じまのしわ（ふし）と赤い線（血管）があった。 

 ・みみずの体の先にある舌のようなものを出したりひっこめたりしていた。 

 ・みみずの頭の先に１ｃｍぐらい白いところがあった。 

 ・みみずの頭の後ろに，７個ぐらい白い点々があった。 

 ・みみずは枯葉を食べて，うんちをたくさんして大きくなった。 

 

○ もっと追究したい点 

 ・みみずの体の１ｃｍぐらいの白いところや，白いところのすぐ後ろの白い点々やだいだい色の点が

何か知りたい。 

 ・みみずは枯葉だけでなく，野菜も食べるのか知りたい。 

 

《審査評》 

観察を繰り返す過程で，採集したミミズが死なないように観察している点や，ミミズへの愛着が高ま

っていったことが感じ取れる大変子供らしい極めて優れた作品である。 

 



 

 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・昨年度の研究の結果を基に，「塩の量が多いほど，しおからく，うすい色のしょうゆができるだろ

う」という予想を設定した。 

 ・塩の量を「０グラム」「50グラム」「100グラム」「150グラム」の４つに分け，塩の量と色，味，塩

分の比較を丁寧に行った。 

 ・塩分濃度計，顕微鏡等の器具を用いて，より客観的なデータの収集に努めた。 

 ・しょうゆを育てるために，定期的・計画的にしょうゆを振ったり，それを記録したりしながら，観

察の過程を正確に記していた。 

 

○ 分かった点 

 ・４カ月かけて作ったしょうゆは，熟成期間が短く，色は白しょうゆ，薄口しょうゆ位のものと同じ

だった。 

 ・１年４カ月かけて作ったしょうゆは，色も黒っぽさが出ていた。 

 ・こうじ菌は１年以上たっても，しょうゆの中で生きている。 

 ・ぼくは，「こうじくん」が好きだということが改めて分かった。 

 

○ もっと追究したい点 

・しょうゆの原料になる大豆についても研究したい。 

 

 

《審査評》 

昨年度の研究で結果に違いが見られなかったことから，違いを作り出す条件を予想し，条件をいろ

いろ変えて実験をしている点が大変意欲にあふれた極めて優れた作品である。 

 

 



 

   

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



  

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・女王アリのいる巣といない巣を比べて観察したこと。 

・巣の様子がよく分かるように幅のせまい飼育ケースを手作りしたこと。 

 

○ 分かった点 

・巣作りには時間がかかること。 

・女王アリが家族をつくる様子。 

・アリがたまごから幼虫になる様子。  

  

○ もっと追究したい点 

・食べ物の保管場所。 

・女王アリのいる巣といない巣の違い。 

・アリの巣の中の様子。 

 

 

《審査評》 

この作品は一昨年度，昨年度と継続してアリの観察，実験を行い，新たな課題を見いだし実験計画

を立て，結果を丁寧にまとめ，自分なりの結論を導き出している極めて優れた作品である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



     

 

   

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・35ｍもあるチューブ全体に空気が入らないようにしながら水を満たす必要があるため，エアーポン

プを使用した。その他，自作のストッパーも作った。 

 ・チューブが折れ曲がると，正確な時間が計測できないため，LaQ，U 字パイプ，厚紙などで折れ曲が

らないように工夫し，ビーズがチューブの中に通して確認した。 

 

○ 分かった点 

・10ｍ38ｃｍ以上の高さのチューブは完全につぶれてしまい，水の流れが止まってしまった。これは大

気圧と重力がつり合い，チューブの中が真空になったためと考えた。 

・途中の高さから水の流れる速さが遅くなった理由として，３ｍくらいの高さからチューブの中に出

てきた気ほうが集まって空気の層になってしまったことが考えられる。何度か抜こうとしたが，気ほ

うは次々に出現し，抜くことはできなかった。  

 

○ もっと追究したい点 

・気ほうがどこから出てきて，その正体は何なのか。 

 

 

《審査評》 

実験方法をいろいろ工夫し，水の移動する高さを追究している点や，実験結果から論理的に結論を

導き出している点において極めて優れた作品である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   

 

《研究作品の概要》 



 

   

 

《研究作品のポイントなど》 

 

○ 工夫した点 

・海ホタルを採る時，防波堤からエサの入ったビンを海底までしずめる方法より，もっと安全で潮の満

ち引きに関係なく採れる方法はないか考えた。 

・エサが入った仕かけを海底までしずめるには，プラスチック容器では軽すぎて浮いてしまうので，あ

る程度重みのあるビンを使った。 

 

○ 分かった点 

・昨年度の研究から海ホタルは，夜に暗くなると活動する事が分かっていた。今年度は更に，満月の日

よりも新月の日の真っ暗な夜の方が海ホタルを多く見ることができることが分かった。 

・水温が 20℃近くあっても，気温が 25℃以上にならないと海ホタルは採れない。  

・海ホタルは，砂浜のある海で，波はおだやかで湖のようなきれいな海にたくさん集まる。 

・エサが入ったビンを砂浜から２～３ｍ沖へ投げてしずめる方法で海ホタルを採ることができた。こ

の方法だと，安全で潮の満ち引きに関係なく採ることができる。 

・海ホタルは卵で産まれてくるのではなく，親と同じ姿，形のまま産まれてくる。産まれた時は，１㎜  

くらいの大きさで，脱皮をしながら３㎜ぐらいに成長していく。 

 

○ もっと追究したい点 

・海ホタルの他に発光生物はいるのか。それは，どんな生物なのかについて詳しく知りたい。 

 ・昆虫のホタルを実際に飼育してみて，海ホタルとの違いを詳しく調べたい。 

 

《審査評》 

この作品は，長期間の観察，記録で生じた疑問について，丁寧に根気よく調べ，自分なりの結論を導

き出している極めて優れた作品である。 

 



 

   

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・チョウやガの飛ぶ様子をはっきりととらえるために，タブレット型パソコンで録画し，スロー再生し

たり，コマ送りを再生したりしたこと。 

・チョウやガを，はねの形が似ているもの同士で分類し，グループごとに飛び方を比較したこと。 

 捕獲した 9種類のチョウとガを，次のとおり 5グループに分類した。 

① アゲハ型 ② アオスジアゲハ型 ③ モンシロチョウ型（モンシロチョウ・ツマグロヒョウモ

ン・ウラナミジャノメ・ミスジチョウ） ④ ユウマダラエダシャク型（ユウマダラエダシャク・

キモンガ） ⑤ スズメガ型 

・そのグループごとの飛び方を，①滑空するとき ②はばたくとき ③上昇するとき の３つの観点

について，それぞれ，次のとおり模型をつくり，実際に飛ばして比較したこと。 

①  滑空するとき…紙グライダーの主翼をチョウやガのはねの形に変えた「はね型グライダー」 

②  はばたくとき…はねをはばたさせて飛ぶ「パタパタ飛行機」（池田工業社）の主翼をチョウや    

        ガのはねの形に変えた「はね型パタパタ飛行機」 

③  上昇するとき…凧の形をチョウやガのはねの形に変えたはね型凧 

         

○ 分かった点 

・チョウとガのはばたく回数はほぼ変わらない（１秒間に３～５回 ただし，スズメガは例外）。 

・飛ぶことの総合力を，①滑空力（はねをはばたかせず滑空できる距離の長さ），②はばたき力（同じ 

はばたく回数ですすめる距離の長さ），③上昇力（上昇していく角度）の力としたとき，次のような

ことが分かった。 

① 滑 空 力・・・アオスジアゲハ型，アゲハ型等のチョウ型グライダーが，他の型より滑空距離 

        が長かったことから，滑空力については，ガよりチョウの方が優れている。 

② はばたき力・・・チョウ型パタパタ飛行機の飛んだ距離が長かったことから，はばたき力につい 

ても，ガよりチョウの方が優れている。ただし，ユウマダラエダシャク型が最 

も優れた力を発揮する 

③ 上 昇 力・・・アオスジアゲハ型凧やアゲハ型凧の上昇角度が大きかったが，ユウマダラエダ

シャク型も，それに次いで大きかったことから，上昇力については，チョウとガ

の能力差はあまりない。  

○ もっと追究したい点 

・ガをふくむチョウの種類は約 7,000 種類もあるそうだ。もっとたくさんの種類について，観察・実験

を積み重ねることで，さらに深く，飛び方の違いを追究してみたい 

 

《審査評》 

チョウとガの飛び方の違いについて，ICTを活用し飛行しているときの羽ばたき方，回数を観察して確認

し，はねの形を分類しモデル化した。さらに，モデルを基に紙グライダー，パタパタ飛行機，凧を製作し，

滑空力，羽ばたき力，上昇力について実験，分析を行った極めて優れた作品である。 

＜特選＞ 



 

   

《研究作品の概要》 

＜科学賞委員会特別賞＞ 



 

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・スーパーボールの大きさや，跳ねさせる床の材質，スーパーボールの数と大きさの組み合わせ等の条

件を変えて，スーパーボールロケットの飛ぶ高さがどのように変わるかを調べた点。 

 ・実験結果が分かりやすく伝わるように，表やグラフにまとめた点。 

  

○ 分かった点 

・スーパーボールロケットは，スーパーボールが跳ねるゴムの力がロケットに伝わって，ロケットが高

く飛ぶという仕組み。 

・スーパーボールは固いものにぶつかった方が，元に戻ろうとする力が大きくなるから，よく跳ねると

いうこと。 

・下から「大・中・小」のスーパーボールの組み合わせのスーパーボールロケットが，一番よく飛ぶと

いうこと。 

 

○ もっと追究したい点 

・スーパーボールをまっすぐに跳ねらせる方法について 

・スーパーボールロケットをもっと高く飛ばして正確に測る 

 

 

《審査評》 

  理科の授業で興味をもったことについて，根気強く実験を行い，数多くのデータをまとめ考察した，

大変意欲が感じられる極めて優れた作品である。 

 



 

   

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・結果の誤差を減らすために周りの環境に気を付け，測定の回数を増やした。 

・組み立てた理論が正しいか，きちんと検証をした。 

 

○ 分かった点 

・砂山の形成のされ方には三種類ある。 

① 山に粒子がぶつかり，その粒子が跳ね返るかとどまるかし，山を形成していく。山が崩れることはな 

い。その場にとどまった粒子は山を高くし，跳ね返った粒子は山の側面に積もる（初期の状態）。 

② ①の状態から一定時間たった時，山に粒子がある程度積もると一部の側面が崩れるというサイクル 

を繰り返す。 

   ③ ある一定量砂鉄が山の頂上周辺に集まると，山全体が下につぶれるように崩れる（砂鉄における初

期の山の形成のされ方）。 

・砂山の高さは，落とした砂の量の三乗根と底面の直径に比例する。 

・砂山を高くするには，落とす粒子のサイズを極めて小さくし，落下速度を遅くし，密度の小さい

粒子を落とせばよい。 

 

○ もっと追究したい点 

・
1tan
関数を用い安息角（砂山の斜面と水平面とがなす角のうち，砂山が崩れずに安定を保ちうる角

度）とも関連させて考える。 

・比較した対象の数が少ないので，さらに増やしより正確な理論を組み立てる。 

・崩れる大きさや頻度の関係性について。 

 

《審査評》 

日常の疑問について，自作の装置で実験し，結果をグラフ等で表現しながら分析する等，科学的な

手法で追究できている極めて優れた作品である。  



 

   

《研究作品の概要》 

＜特選＞ 



 

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・メニスカスの画像データを単に分析していくのではなく，まず先行研究を基に仮説として式を立て

た。 

 ・仮説として立てた式を参考に画像から検証に必要なデータだけを厳選して取り上げた。 

 ・実験に使用する液体の種類を増やして，データ数を確保した。 

 

○ 分かった点 

・メニスカスの２つの曲率半径の逆数の和は，固体の表面張力と固体・液体間の界面張力の差に比例

し，容器の内径の半分に比例する。 

 

○ もっと追究したい点 

・「メニスカスの２つの曲率半径の逆数の和は，液体の表面張力に反比例する」いう仮説を検証するた

め，個体の表面張力及び固体，液体間の界面張力の値を直接的に調べる方法やそれに代わる方法を考

察し，式の更なる検証を進める。 

・検証を通して出てきた比例定数のもつ意味を分析する。 

・液体の表面張力よりも固体・液体間の界面張力の方がメニスカスの形状に与える影響が大きいので

はないか，という新たな疑問を追究する。 

 

《審査評》 

  授業や日常での疑問について，文献を参考に結果を分析するなど地道に研究を進めており，更なる

研究の発展が期待できる極めて優れた作品である。 

  



 

   

《研究作品の概要》 

＜特選＞ 



 

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・乾燥耐性実験を行うに当たり，前回よりも種類を増やし，一種当たりに複数匹用いて，より正確な結

果を得ることができた。 

 

○ 分かった点 

・スナガニ類では，エラ数やカニの体重に対するエラの重量の割合に関して，陸上へ進出した種ほど減

少していくということが分かった。また，過去の文献では４つしか記載されていなかったエラ式を，

今回新たに５つ発見できた 

 

○ もっと追究したい点 

・カニの浸透圧調整能力について調べたい。 

・構造面で変化があまりなかったイワガニ上科のカニが，どのようにして乾燥に適応しているのか調

べたい。 

 

《審査評》 

手法は単純であるが，こまめに観察をすることで，これまで知られていない貴重な発見をした。継

続研究だが，研究中に生じた新たな疑問を新たな手法で解明しようとしており，内容面も充実した極

めて優れた作品である。 



 

   

《研究作品の概要》  

 

＜特選＞ 



 

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・実験装置を自らの手で製作した点。 

 ・課題解決に向けた様々な視点から研究を行った点。 

 ・半月模様について，フルード数を用いて考察した点。 

 ・再現性を確認するために，場所を変えて実験を行った点。 

 

○ 分かった点 

・半月模様の発生条件には，①路面の形状（凹凸）②流水の速度（一定）が関係しており，降雨は必要

ないことが分かった。 

・半月模様の発生原理について，①轍による流速の差 ②流水の加速によって半月模様の形状を作り

出すことが分かった。 

 

○ もっと追究したい点 

・半月模様が光を反射する仕組み 

・半月模様の速度の数式化 

・全ての実験場所でのポイントゲージを用いた水深の測定 

 

《審査評》 

課題や仮説を設定し，自作装置を用いて試行錯誤しながら得られた実験結果について適切に分析し

て論理的に考察している極めて優れた作品である。 

 

 



 

   

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・本校農業機械科製作の微小重力装置を用いて微小重力環境を簡易的に作り出し，実験を行った点。 

・ペットショップで簡単に手に入り飼育技術が確立している，チャイロコメノゴミムシダマシ（ミー 

ルワーム）を用いた点。 

 ・パン粉，片栗粉，ハイドロボール，発砲スチロールビーズ，シュレッダーのごみ，ブラスチックビー  

  ズ，おがくずを用いて，幼虫のもぐる性質について調べた点。 

 

○ 分かった点 

・微小重力環境が死亡率に影響を与えないこと。 

・微小重力環境が負の層構成に抑制的にはたらくこと。 

・微小重力環境が正の重力走性に促進的にはたらく可能性があること。 

・成長における時期的な要因が幼虫の運動を一時的に妨げ，もぐりにくくさせていると考えられるこ

と。 

・幼虫は，素材の粒の大きさが大きく比重が小さいものによくもぐり，湿り気が多く比重が大きいもの

にはもぐりにくいこと。 

 

○ もっと追究したい点 

・微小重力環境が負の光走性，正の重力走性に影響を与える仕組み（受容器，神経系，効果器への影 

響）について明らかにする。 

 ・チャイロコメノゴミムシダマシのもぐりやすさが何に依存しているのかについて調べ，もぐる仕組 

  みについて明らかにする。 

 

 

《審査評》 

学校全体の「宇宙農業」という壮大なテーマを，自分たちで検証可能なテーマに掘り下げ，興味深い

研究を行った。これから世の中を支える技術につながる可能性をもつ有益な研究だという点でも極め

て優れた作品である。 

 

 



 

   

《研究作品の概要》 

＜特選＞ 



 

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

  新型コロナウイルスの感染拡大を受け，私たちは４月に本テーマを選択した。４～５月の臨時休校

期間は ICT や GSuite を活用し，事前調査を行うとともに，グループのメンバーと情報共有した。６

月に広島県科学賞に応募することを決め，９月までの短期間で有用なデータを得るため，以下の通り工

夫した。 

① 材料や測定器等，学校のインフラを最大限活用する。 

② 装置・器具は文献等で調べ，できるだけ自作する。 

③ 実験班とデータ解析班を構成し，実験と解析を並行して進行させることにより研究期間の短縮を

図った。 

 

○ 分かった点 

 今回の研究を通して分かった点は， 

① 新型コロナウイルス感染症のクラスターが発生したカラオケボックスと同じ環境が学校内の教室

にあり，感染症のリスクがあること。 

② 感染症リスク低減のためには換気が重要で，開口率，開口面積が重要なパラメーターとなってい

た。 

③ 咳による飛沫や飛沫核を防止するためには物理的な遮蔽物が有効である。 

 

○ もっと追究したい点 

  感染リスクについては，無感染者との距離の関係について追究したい。冷・暖房中でも快適な室温を

維持できる換気方法を追究したい。 

 

《審査評》 

身近になった感染症の問題に正面から向き合い，テレビ等で報道されることをただ鵜呑みにするの

ではなく，自らが生活する学校の環境ではどうだろうかと考え，それを実行に移して検証したという点

で極めて優れた作品である。 

 

 



            

   

《研究作品の概要》 

 

＜科学賞委員会特別賞＞ 



 

   

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・アルギン酸ナトリウムや乳酸カルシウムの濃度などを様々に変えて，多くの組み合わせを試した。 

・アルギン酸カルシウムゲルの徐放性を生かす形状もアイディアを出し合った。 

・得られた結果から何が結論付けられるのか，みんなで議論した。 

 

○ 分かった点 

 ・二重構造のアルギン酸カルシウムゲルでは，ゲル内の物質が放出されるまでの時間を遅らせること 

ができた。 

・このゲルを用いて薬剤カプセルをつくれば，時限放出型の製剤をつくることができることが分かっ

た。 

 

○ もっと追究したい点 

・アルギン酸と結合し，かつ他の陽イオンで置換されにくい陽イオンを探し出した上で，より高密度な

ゲルを作製して徐放性に対する影響を調べたい。 

 

 

《審査評》 

  アルギン酸カルシウムゲルを用いて，二重構造 CAGs を製作し，内容物の放出開始時間を遅らすと

ともに，Lac-Ca の濃度を変えることで内容物の放出の速さを変える成果を得ることができたという点

で極めて優れた作品である。 


